
 

 

 

 

 

 

小笠原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

小笠原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

【概要版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和６年３月 小笠原村 
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プロローグ～２０５０年の未来の小笠原村の姿～       計画書ｐ.１～９ 
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作戦１：みんなで取り組む脱炭素 
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作戦２：島ぐらし楽しく快適に脱炭素 
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作戦３：自然パワーで脱炭素 
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作戦４：ごみも資源だ脱炭素 
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作戦５：脱炭素型エコツーで満喫 
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作戦６：守れ BONIN の森と海 
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計画の基本的事項                                  計画書ｐ.１０～１２ 

■ゼロカーボン大作戦とは？ 

本計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条に基づく「地方公共団体実行計画（区域施

策編）」です。その区域の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出量削減等を推進するため

の総合的な計画です。上位計画である「小笠原村総合計画」及び関連計画との整合を図っています。 
 
【計画期間】 ２０２４年４月～２０３１年３月 

【対象区域】 小笠原村全域（村の温室効果ガスの排出量削減等に係る施策が及ばない硫黄島、南鳥島、沖ノ鳥島を除く） 
 

地球温暖化対策に関わる小笠原村の地域特性       計画書ｐ.１３～１６ 

小笠原村は、超遠隔離島という立地であることから、多くの基礎自治体とは異なる地域特性があ

ります。地球温暖化に特に関連する主な自然的・社会的条件は次の通りです。 
 

小笠原村の暮らし 

  

小笠原村のエネルギー 

 
 

小笠原村の再生可能エネルギーポテンシャル 

 
 

小笠原村の廃棄物 

 
 

小笠原村の産業 

 
  

●小笠原村の約２,６００人、約１,５００世帯の暮らし方が本計画の取組みの主な対象となります。 

●輸送コストや人材確保が難しいなど離島ならではの特殊事情もあり、新しい施設や技術の導入

には新たな発想も取り入れた取組みの検討が必要です。 

●移動に関しては、自動車やバイク、船舶、村営バスが主な検討対象となります。 

●現況では多くのエネルギーを地域外に依存しています。 

●災害時などの備えとして、できるだけエネルギー自給率を高める必要があります。 

●再生可能エネルギーポテンシャルとしては、現況では太陽光発電が大きいといえます。 

●再生可能エネルギー導入にあたり、自然災害への対策や生態系への配慮が求められます。 

●可燃ごみはすべて島内（父島）において焼却処分しています。 

●一部リサイクルを進めていますが、運搬コスト等の課題も多く、まだリサイクル

回収が進められていない資源もあります。 

●毎年、多くの観光客が訪れることから、この受け入れにも多くの電気や水

などを使用していると考えられます。 

●小笠原村の各産業の発展を前提とし、温室効果ガス排出量の削減を検討

していく必要があります。 
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小笠原村の温室効果ガスの排出量                  計画書ｐ.１７～２４ 

■小笠原村の温室効果ガス排出量はどれくらい？ 

小笠原村に輸送される化石燃料や販売される電力量などの統計データ等を用いて、過去１０年分

の温室効果ガス排出量を推計した結果、２０２２年度の小笠原村の温室効果ガス排出量は約１７,５５

３ｔＣＯ２です。この１０年間で増減はあったものの、２０１３年度と比較して減少しています。 

 

 
  
■小笠原村ではどんなことにどれくらいエネルギーが使われている？ 

エネルギー供給者へ聞き取り調査を行い、２０２２年度の小笠原村のエネルギーの使用状況につい

て詳細に把握しました。調査の結果、エネルギー別では電力、部門別では家庭等による排出が多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

18,902 18,333 18,438 
19,916 

17,635 18,010 
16,395 16,947 17,692 17,553 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
電力（tCO₂） 揮発油（tCO₂） その他の石油（tCO₂）
LPG（tCO₂） 一般廃棄物分野（tCO₂）

電力
63.30%

揮発油
8.97%

軽油
22.92%

LPG
3.75%

家庭等
37.75%

業務
13.49%

産業
12.06%

産業
2.35%

運輸
6.62%

業務
7.73%

産業
10.92%

運輸
4.27%

LPG
3.75%

2022年度
CO2排出量

灯油 
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1% 

軽油 
主に船舶や大型自動車
の燃料として使用され
ます。 
産業・業務部門ともに
主に船舶に使用され、
このほか産業用機器に
使用しています。 
運輸部門は自動車（デ
ィーゼル車）に使用し
ています。 

Ａ重油 
業務部門のごみ焼却、産業部門のラム酒
製造などに使用しています。 

灯油 
家庭部門の給湯、産業部門の産業機
器などに使用しています。 

図２ エネルギー別・部門別の二酸化炭素排出割合（２０２２年度） 

図１ 小笠原村の温室効果ガス排出量の推計結果 

揮発油（ガソリン） 
運輸部門は、自動車（自家
用車・公用車など）、産業
は船舶や産業用機器などに
使用しています。 

電力 
最も排出量が多く、ほとん
どが火力発電で供給されて
います。 
家庭等には、住宅の他、小
規模な店舗や事業所が使用
する電力が含まれます。 

LPG（プロパンガス） 
主に家庭や産業部門の調理場等において
使用されると考えられます。 
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計画のビジョン                                      計画書ｐ.２５・２６ 

計画の推進にあたっては、以下のビジョンのもと、取組みを展開していきます。 
 

SWITCH おがさわライフ！ゼロカーボン大作戦 

         小笠原村では、持続可能な社会 （Sustainability） と 

               村民の幸せで快適な生活 （Well-being） を両立できるよう 

                             最新技術 （Innovation） を取り入れながら 

    個人の意識から社会全体までの変革 （Transformation） を促していきます。 

     この変革は、村民一人ひとりの協力 （Collaboration） によって支えられ 

  先人から受け継いできた自然という遺産 （Heritage） を守りながら 
 

次世代へと大切に受け渡していくためのものです。  

 

この「SWITCH」ビジョンを通じて、小笠原村全体にスイッチが入り、 

小笠原村は温暖化対策の先進的な地域に「切り替わって」いきます！ 
  

削減目標                                           計画書ｐ.２７～２９ 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜取組の内容＞ 
行動変容  ：1,509 tCO2減 

省エネ設備 EV：1,129 tCO2減 

技術革新  ：1,471 tCO2減 
再エネ導入 ：1,579 tCO2減 

基準年-BAU 値：1,042 tCO2減 
 
 
家庭等部門 ：2,373 tCO2減 

 

業務部門  ：1,325 tCO2減 

産業部門  ：  702 tCO2減 

運輸部門  ：1,034 tCO2減 

LPG・廃棄物 ：  254 tCO2減 

合計     5,688 tCO2減 

(基準年) 

２０３０年に基準年比（２０１３年度比）46%削減、長期的には２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼロを目指します！ 

図３ 温室効果ガス排出量の削減目標 
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今後の取組み                                       計画書ｐ.３０～４１ 

「ゼロカーボン大作戦」として、６つの作戦ごとに具体的な今後の取組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

ゼロカーボン大作戦
①ゼロカーボンに関する情報発信（村民）

②移動の脱炭素化の推進

③ゼロカーボンに関する観光客への情報発信

①省エネ機器・省エネ建築物への転換促進

②公共施設の省エネ・長寿命化の推進

③船舶における脱炭素化に関する情報収集

④日々の移動における脱炭素化の促進

⑤公用車・村営バスのＥＶ化

①公共施設への再生可能エネルギーの率先導入

②住宅・事業所への太陽光発電の導入支援

③太陽光発電設備等の設計・施工及びﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制の強化

④太陽光発電所等の再生可能エネルギー整備・運用の推進

⑤再生可能エネルギーの最新技術に関する情報収集

①ごみの減量化

②プラスチック等の資源循環

③生ごみ回収の推進

④伐採木等の有効活用に関する情報収集

①世界自然遺産である自然環境の保全

②地域連携による自然保全活動の推進

①脱炭素型島内交通の充実

②観光サービス業における環境配慮型経営の促進

③地産地消の促進

作戦１
みんなで取り組む脱炭素

作戦２
島ぐらし楽しく快適に脱炭素

作戦３
自然パワーで脱炭素

作戦４
ごみも資源だ脱炭素

作戦６
守れＢＯＮＩＮの森と海

作戦５
脱炭素型エコツーで満喫

本計画のビジョン

スイッチ おがさわライフ
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 あ 

 

 

 

 

 

 

 

●小笠原村の「ゼロカーボンシティ」実現を目指し、地球温暖化対策の取組みをより一層加速させてい
くためには、村民、事業者、来島者、行政が一体となって取り組む必要があります。

●そのため、「ゼロカーボン」「脱炭素」「気候変動」等に関する村民・事業者向けの情報発信や子ども向
けの環境教育を強化・充実していくことで、脱炭素型ライフスタイル及び事業活動への転換を促しま
す。また、小笠原村を訪れる観光客に対してもゼロカーボンに関する取組みを周知することで、小笠
原村の温室効果ガス排出量の低減を図ります。

●ゼロカーボンシティの実現には、無駄遣いをしないことはもちろん大切ですが、日々の暮らしや事業
活動において温室効果ガスを排出しないもの・排出しにくいものを選択し、暮らしの快適性を高めな
がら脱炭素型のライフスタイルや事業活動に転換していくことが必要です。

●そのため、省エネルギー性能の高い機器・設備や建築物等を積極的に取り入れるとともに、船舶や自
動車における脱炭素化を推進していきます。

●化石燃料から脱却し、自然の力を利用した再生可能エネルギーへと転換していくため、太陽光発電を
主とした再生可能エネルギーの導入を推進します。

●再生可能エネルギーの導入により、エネルギー自給率を高めることで、自然災害による電力供給への
影響を抑え、防災力やレジリエンスの強化に貢献します。

●一方で離島のため導入にあたり設置や維持管理コストが高い等の課題もあることから、民間事業者
と連携するなど、できるだけ効果的な導入を検討することや、現在、さまざまな技術が研究・実用化
していることから、小笠原村に適した最新技術の開発動向を注視していきます。

●温室効果ガスには、エネルギー起源の温室効果ガスに加え、一般廃棄物処理に伴う温室効果ガスの
排出があることから、廃棄物処理分野の脱炭素化を推進します。

●可燃ごみの燃焼に伴う温室効果ガスの排出削減を図るため、ごみの減量化や生ごみ回収の推進、プ
ラスチック等の資源循環を進めていきます。

●汚泥や枝葉などの廃棄物の有効活用を図るため、リサイクル・活用方法について情報収集を行います。

●小笠原村は国立公園・世界自然遺産であり、その主要産業の一つは観光業です。そのため、観光にお
けるゼロカーボン（脱炭素型ツーリズム）の推進は重要といえます。

●脱炭素型ツーリズムを推進するため、島内交通の脱炭素化を図るとともに、観光サービス業における
環境配慮型経営の促進及び地産地消の促進を行います。

●小笠原村において「２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ」を実現していくためには、二酸化炭
素の排出量を抜本的に削減していくことに加え、森林等が有する二酸化炭素の吸収機能を維持して
いくことが必要です。

●村民や地域団体と連携しながら、森林等の自然環境の保全に取り組みます。

作戦を進めるにあたっての基本的考え方
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地域脱炭素ロードマップ計画                           計画書ｐ.４３ 

ゼロカーボン実現のため、短期・中期・長期の３段階で、戦略的に地域脱炭素に取り組みます。 

①ゼロカーボンに関する
情報発信（村民）

②移動の脱炭素化の推進

③ゼロカーボンに関する
観光客への情報発信

①省エネ機器・省エネ
建築物への転換推進

②公共施設の省エネ・
長寿命化の推進

③船舶における脱炭素化
に関する情報収集

④日々の移動における
脱炭素化の促進

⑤公用車・村営バスの
ＥＶ化

①公共施設への再生可能
エネルギーの率先導入

②住宅・事業所への
太陽光発電の導入支援

③太陽光発電設備等の設計・
施工及びﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制の強化

④太陽光発電所等の再生可能
ｴﾈﾙｷﾞｰ整備・運用の推進

⑤再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの最新
技術に関する情報収集

①ごみの減量化

②プラスチック等の
資源循環

③生ごみ回収の推進

④伐採木等の有効活用に
関する情報収集

①世界自然遺産である
自然環境の保全

②地域連携による
自然保全活動の推進

①脱炭素型島内交通の
充実

②観光サービス業における
環境配慮型経営の促進

③地産地消の促進

みんなで
取り組む
脱炭素

島ぐらし
楽しく
快適に
脱炭素

自然
パワーで
脱炭素

ごみも
資源だ
脱炭素

守れ
ＢＯＮＩＮの
森と海

脱炭素型
エコツーで

満喫

取組み作戦
長期

（～2050年）
中期

（～2040年）
短期

（～2030年）

勉強会・講演会
環境学習・広報

シェアカー等仕組みの検討
エコドライブや
乗合いの推進

取組みの充実・認知度向上
情報発信・教育旅行の
コンテンツ化

概ねの建物が
ＺＥＨ化

更新に合わせた
ＺＥＨ化の推進

家電・業務機器の更新
一部住宅等の省エネ化

概ねの施設が
ＺＥＢ化

更新に合わせた
ＺＥＢ化の推進

電気使用量の削減

概ねの船舶の
次世代燃料船化

脱炭素型の次世代
燃料船の導入

省エネ運転の推進
省エネ型船へ買換推進

概ねの自動車が
ＥＶ化

再エネ由来の
ＥＶスタンド整備

ＥＶ導入推進・ＥＶスタンド
設置に関する検討

－（継続）
概ねの車両の
ＥＶ化

一部車両に関するＥＶ化

概ねの施設に導入
（ＺＥＢ化）

更新に合わせた
導入(ＺＥＢ化)

施設特性に合わせて
太陽光発電・蓄電池導入

概ねの施設に導入
（ＺＥＨ化）

導入の推進
（ＺＥＨ化）

情報提供による
導入推進

再エネ施工・メンテナンス体制の運用
島内外事業者への
働きかけ

100％再エネ電力
供給の開始

新規再生可能エネ
ルギー発電の導入

(仮称)母島太陽光発電所
建設事業の推進

情報収集・検討

廃棄物処理量の減少・高効率な焼却炉へ
の更新（燃焼用の燃料使用量減）

マイボトル利用等促進
ごみ回収のルール周知

新たな資源回収品目の検討

分別回収の手法検討・
分別の強化

生ごみ回収の検討（父島）

汚泥・剪定枝の活用等に関する情報収集・検討

パーソナルモビリティの導入等
島内交通の見直し・仕組みの検討

シェアサイクル等の
島内交通の充実

環境配慮型経営の体系化・推進
宿泊施設・飲食店における
脱プラスチック推進

食料自給率の上昇
島内農産物・水産物の
利用促進、農業・漁業振興

自然保全事業の推進

村民参加の森づくり等、参加型の事業の推進
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計画の推進体制                                        計画書ｐ.４４ 

「小笠原村ゼロカーボン推進本部会議（仮称）」及び「家庭・事業所のゼロカーボン対策会議（仮称）」

を設置し、本計画の推進を図ります。これらの会議を核とし、村民、事業者、来島者、村、地域団体、関

係機関が一体となって取組みを進めていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 

計画の進捗管理                                        計画書ｐ.４５ 

計画に基づく取組みを着実に実行していくため、以下のＰＤＣＡサイクルで進捗管理を行います。 
 

 
 

Check

A
c
t

Check

A
c
t
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ゼロカーボンシティ
実現

●計画の策定
（目標・指標の設定）

●計画の改定

●各施策・事業の実施
●各主体の取組みの推進

●各施策・事業の進捗状況の把握
●目標・指標の達成状況の把握

●各施策・事業の改善・見直し
●目標・指標の見直し
●新規事業の検討

計画の見直し、更新

計画の見直し、更新

計画の見直し、更新
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関係各課 
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総務課、村民課、
財政課 等） 

家庭・事業所のゼロカーボン対策会議（仮称） 

村民 事業者 来島者 

本計画の進行管理 ゼロカーボンの取組みについて推進 

島内 
関係機関 

島内 
関係団体 

小笠原村 

関係課 

（環境課 事務局） 
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